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高感度ELISA キット
生乳向け定量 PerkinElmer MaxSignal アフラトキシンM1ELISA
穀類・飼料原料向け MaxSignal マイコトキシンELISA

精製カラム
イムノアフィニティ 堀場製作所 アフラキング/オクラキング

PerkinElmer MaxSignal IACCombo
ポリマーアフィニティ AFFINISEP AFFINIMIP マルチマイコLCMSMS

標準液・試料
ドライアップ型標準液 TRILOGY 各種Standard. およびカスタム品
精度管理用標準試料 Analytical Lab. 各種Reference Material

プラクティカルのマイコトキシン分析ツール

イムノクロマト キット
穀類・飼料原料向け EnviroLogix イムノクロマト定量シリーズ
穀類向けオンサイト PerkinElmer イムノクロマト定量シリーズ
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イムノクロマト定量システムのあゆみ

QuickStix 遺伝子組換えストリップ＆コーム

QuickScan マイコトキシン

QuickScan マイコトキシン FLEX Total Tox
マイコトキシン

Total Trait コーム

第１世代

QuickStix Reader
第２世代

QuickScan system
第３世代

QuickScan II
QuickScan ソフトウェア

Version 5.3.0



STEP1 抽出 破砕均質化→振とう抽出→分離

STEP２ 展開 バッファーと混合、ストリップ展開

STEP３ 測定 リーダートレイに載せ１クリック

結果 写真付きＰＤＦレポート＆スプレッドシート

4

多様な試料のマイコトキシンを15分で精確に定量

穀類・飼料原料 試験用
イムノクロマト 定量キット
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ロットごとに厳密な製造管理 独自のマルチテスト コーム

統合的バーコードシステムで、
ロットごと、マトリックスごとの
標準検量線を付与
QuickScan II システムが
自動で読取・解析します

独自製法の試薬と配合で、
迅速・高感度かつ多様なマト
リックスの試験に柔軟・堅牢
に対応します

キット種別ごとのカラーは
区別も簡単で美しく

テストキットごとのバーコード
により、QuickScan IIシステ
ムは個々のマイコトキシンを
同時に試験できます。
受入/保留などのアクション
閾値の設定も個別設定可能

同一検体におけるマルチのマ
イコトキシン試験を一度の抽
出、一度のテストで可能にす
るコーム・櫛状配置

穀類・飼料原料 試験用
イムノクロマト 定量キット



◆スキャナ一体型PC＆ソフトウェア ＱｕｉｃｋＳｃａｎ II リーダーシステム（必須別売）
◆チューブインキュベーター（オプション 別売）

アフラトキシン
AOAC、USDA/FGIS認証

コーン、コーンフラワー
コーンジャーム、コーングルテンフィード、
コーングルテンミール、DDGS
小麦
大麦、オーツ麦、ライ麦
ソルガム 、大豆ミール

マサフラワー、綿実
玄米

ＤＯＮ
AOAC、USDA/FGIS認証

小麦粉/漂白粉、小麦グルテ
ン、小麦ふすま/ミドリングス 、
大麦麦芽 、精米

フモニシン
USDA/FGIS認証

コーン、コーンフラワー
コーンジャーム、コーングルテンミール、DDGS、
ソルガム 、マサフラワー

ゼアラレノン
USDA/FGIS認証

コーン、DDGS
ソルガム、小麦ふすま

オクラトキシンA
（AOAC ＰＴＭ認証）

コーン、小麦
（QuickScanから近日アップデート予定）

T-2 トキシン
（AOAC ＰＴＭ認証）

コーン
（QuickScanから近日アップデート予定）

穀類・飼料原料 試験用
イムノクロマト 定量キット



New Type Reader

Windows 10 ベースの専用スキャナ解析装置

日本語版ソフトウェア（ベータ版）

GMO＆マイコトキシン同時解析

簡単メンテナンス・堅牢

USB3個、Wifi、 Bluetooth接続可

データログのグラフ化・解析



システム ＆ ソフトウエア
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表形式(SCSV)

レポート(PDF)

クリック
５秒後

トレイにセットし
クリックするだけ

スキャンが始まり、約
数秒で測定結果が
表示されます

Ver5.3.0 より日本語版（ベータ版）登場！！
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TotalTox イムノクロマトの仕組

トキシンを含む陽性試料を滴下すると、
標識抗体はトキシンと結合しながら上昇

試料パッドには、トキシンと結合する
標識抗体（金コロイド標識）があります

トキシン結合標識抗体は、擬似抗原と
結合出来ないまま、さらに上昇

陰性試料の場合、未結合の標識抗体はテストラインの抗原により呈色

トキシン結合標識抗体は、二次抗体に
よって結合され、呈色します

陽性陰性
テストラインとコントロールラインでの

発色比をスキャナで解析します

イムノクロマト定量
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マトリックス検量線
数段階の既知濃度試料を
測定して得たライン発色比

（ロットごとに一定）

ＱＲコードに印刷済み

スキャンした発色比を
マトリックス検量線に
あてはめて濃度換算

ス
キ
ャ
ン

低 高

発
色
比

濃度

マルチマトリックス
バーコードカード

イムノクロマト定量
TotalTox イムノクロマトにおける定量の仕組



ＱＲコードにマトリックス標準検量線
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マルチマトリックス
バーコードカード

 認証試料による参照標準データ

・・・・機器分析との相同性を確保

 試料種別ごとに検量線を用意
・・・・マトリックス効果を包含
・・・・多様な試料に「精確」対応

製造ロット毎に付与

・・・・ロット間差の解消

イムノクロマト定量
TotalTox イムノクロマトが精確なワケ



スピーディ 2～5分で定量
粗抽出のみ。精製は静置・ろ過・遠心のいずれかのみ

正確・高精度 マトリックス検量線と最新画像解析アルゴリズム
多くがAOAC ＲＩおよびUSDA/GIPSAの性能認証済み

低コスト 1テスト1本 約1,１00円～
参照標準不要。初期負担もスキャナ＆専用ソフトウェアのみ

簡単 ストリップ試験のため習熟不要

データ管理 写真付きPDFレポート自動生成＆表形式

拡張性 マトリックスは穀類～様々な飼料副原料まで
システムはＧＭＯ混入率測定と共用！
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穀類・飼料原料試験用
イムノクロマト 定量キット
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コーン中アフラトキシンの定量
AOAC PTM レビュー ： EnviroLogix および Trilogy Analytical Laboratory

イムノクロマト定量

Aflatoxin – Corn
Replicate 0 5.9 ppb 23.7 ppb 52.2 ppb 92.8 ppb 254 ppb

1 0.00 5.4 28 46 100 260

2 0.00 4.6 24 51 120 280

3 0.00 4.9 26 54 100 240

4 0.00 5.1 27 45 95 240

5 0.00 5.1 27 44 84 240

6 0.00

7 0.88

8 0.42

9 0.00

10 0.17

Mean 0.15 5.0 26.4 48.0 99.8 252

Sr 0.29 0.29 1.52 4.3 13.0 17.9

RSDr % 5.9 5.7 9.0 13.1 7.1

Recovery % 85% 111% 92% 108% 99%

Bias -0.88 2.70 -4.20 7.00 -2.00

LOD 0.73

LOQ 2.19

y = 1.0667x - 1.7554
R² = 0.9603

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

0 50 100

Aflatoxin - Corn
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アフラトキシンによるコーン中アフラトキシンの定量

コーン試料 AFTB1＝3.2ppb （自然汚染 HPLC by TRILOGY社）

スパイク溶液＝AFTB1溶液 （TRILOGY社） 単位＝ppb

2010年1月

ID 添加 期待値 測定値 測定値 SD CV% 真度

0-1

－ 3.2

2.7

3.2 0.5 14.3% 100.0%0-2 3.6

0-3 3.3

2-1

2 5.2

6.2

6.2 0.6 8.8% 119.2%2-2 5.7

2-3 6.8

7-1

7 10.2

10

10.3 0.6 5.6% 101.0%7-2 10

7-3 11

12-1

12 15.2

14

14.3 0.6 4.0% 94.1%12-2 15

12-3 14

y = 0.81x + 2.038
R² = 0.9999

3.0

5.0

7.0

9.0

11.0

13.0

15.0

3 8 13

プラクティカル調べ
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小麦中 DONの定量
AOAC PTM レビュー ： EnviroLogix および Torilogy Analytical Laboratory

イムノクロマト定量

DON - Wheat
0 0.5 ppm 0.9 ppm 2.3 ppm 5.0 ppm 28.6 ppm

Replicate QSSII-1 QSSII-1 QSSII-2 QSSII-1 QSSII-2 QSSII-1 QSSII-2 QSSII-1 QSSII-2 QSSII-1 QSSII-2

1 0.00 0.50 0.57 0.78 0.8 1.8 1.7 4.1 4.0 31 29

2 0.00 0.57 0.57 0.79 0.81 1.7 1.7 4.8 4.5 27 26

3 0.00 0.53 0.58 0.85 0.85 2.0 2.1 4.3 4.4 28 28

4 0.00 0.53 0.52 0.76 0.73 2.0 1.9 4.6 4.2 28 29

5 0.00 0.52 0.58 0.82 0.79 1.8 1.9 4.2 5.1 25 27

6 0.00

7 0.00

8 0.00

9 0.00

10 0.00

Mean 0.00 0.53 0.56 0.80 0.79 1.9 1.9 4.4 4.4 28 28

Sr 0.03 0.03 0.04 0.04 0.13 0.17 0.29 0.42 2.17 1.30
RSDr % 4.81 4.45 4.42 5.46 7.21 9.00 6.63 9.37 7.80 4.69

Recovery % 106% 113% 89% 88% 81% 81% 88% 89% 97% 97%

Bias 0.03 0.06 -0.10 -0.11 -0.44 -0.44 -0.60 -0.56 -0.80 -0.80

LOD 0.00

LOQ 0.00

y = 0.9775x - 0.2068

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

0 10 20 30 40

DON - Wheat
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コーン中 DONの定量
AOAC PTM レビュー ： EnviroLogix および Torilogy Analytical Laboratory

イムノクロマト定量

DON - Corn
0 0.5 ppm 0.9 ppm 1.9 ppm 5.3 ppm 30.4 ppm

Replicate QSSII-1 QSSII-1 QSSII-2 QSSII-1 QSSII-2 QSSII-1 QSSII-2 QSSII-1 QSSII-2 QSSII-1 QSSII-2

1 0.00 0.48 0.46 0.92 0.9 1.8 1.8 4.2 4.8 31 28

2 0.00 0.47 0.42 0.83 0.88 1.6 1.6 5.0 4.4 26 27

3 0.00 0.48 0.46 0.84 0.89 1.6 1.4 4.2 4.4 26 30

4 0.00 0.40 0.47 0.89 0.83 1.6 1.7 4.7 4.5 25 24

5 0.00 0.44 0.51 0.86 0.83 1.7 1.5 4.1 4.4 30 27

6 0.00

7 0.00

8 0.00

9 0.00

10 0.00

Mean 0.00 0.45 0.46 0.87 0.86 1.7 1.6 4.4 4.5 28 27

Sr 0.03 0.03 0.04 0.03 0.09 0.16 0.39 0.17 2.70 2.17

RSDr % 7.57 6.92 4.26 3.62 5.39 9.88 8.81 3.85 9.79 7.97

Recovery % 91% 93% 96% 96% 87% 84% 84% 85% 91% 89%

Bias -0.05 -0.04 -0.03 -0.04 -0.24 -0.30 -0.86 -0.80 -2.80 -3.20

LOD 0.00

LOQ 0.00

y = 0.9026x - 0.0747
R² = 0.9907

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

0 10 20 30 40

DON - Corn
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ＤＯＮ による 小麦中 ＤＯＮの定量

小麦試料 DON＝N.D. （＝0.1ppm未満）（HPLC by TRILOGY社）

スパイク溶液＝DON溶液 （TRILOGY社） 単位＝ppm
2010年2月

ID 添加 期待値 測定値 平均 SD CV% 真度

0.0-1

－ 0

< LOD

－0.0-2 < LOD

0.0-3 < LOD

0.5-1

0.5 0.5

0.54

0.48 0.06 11.9% 96.0%0.5-2 0.46
0.5-3 0.43
1.0-1

1 1

0.95

0.91 0.04 4.5% 91.0%1.0-2 0.87
1.0-3 0.9
1.5-1

1.5 1.5

1.3

1.3 0.0 0.0% 86.7%1.5-2 1.3
1.5-3 1.3
2.0-1

2 2

1.7

1.6 0.1 6.2% 80.0%2.0-2 1.5
2.0-3 1.6

y = 0.7527x + 0.13
R² = 0.9938

0.00

0.40

0.80

1.20

1.60

2.00

0.4 0.8 1.2 1.6 2

プラクティカル調べ

QuickScan DON 前バージョンAQ109BGによる
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マルチ ADF ＆ ADFZ コーン一斉試験

 マルチトキシン 一斉抽出 同時テスト
現在、コーン試料とコーングルテンミール
他試料も開発中

 一斉抽出用バッファーと水で振とう抽出
静置or遠心分離

 反応バッファーで希釈してインキュベート４分
チューブインキュベーター 利用

 QuickScan II システムで読込み解析
自動でPDFとスプレッドシートに保存

AFT DON FUM ZEA



コーン試料 25g

EB17バッファー 1袋 水 75mL

シェイカー 1分

遠心分離 30秒 or ろ過※※ max.2分

アフラトキシン DON フモニシン ゼアラレノン

バッファー 100μL + 試料液100μL

※ 4分

QuickScan リーダーで同時測定

2.7～30ppb 0.2～8ppm 0.1～10ppm 50～500ppb
拡張レンジ 30～300ppb 拡張レンジ 8～30ppm 拡張レンジ 2～100ppm 拡張レンジ 250～2000ppb 

※室温20～24℃外の場合、2分静置してから。※※ 指定コーヒーフィルター使用

マルチ ADF ＆ ADFZ コーン試料 一斉試験

■ EB17抽出バッファーはアフラトキシンキットのみに添付されています。他のキット単独で試験するには、別途ご購入頂く必要があります。
■ DONは、水抽出による試験ですが、上記の抽出液からも試験は可能です。しかし、一斉試験には、DONキットに添付されるDB6アッセイバッファーではなく、他のキットに添付されている
DB5アッセイバッファーが必要です。内容が約7mL・50回分ですので、少数であれば、流用が可能ですが、そうでない場合には、別途ご購入頂く必要がございます
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マルチ ADF ＆ ADFZ 一斉試験 ワークフロー １
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マルチ ADF ＆ ADFZ 一斉試験 ワークフロー ２
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マルチ ADF ＆ ADFZ 一斉試験 試験結果例byPRACTICAL

AFT :ppb DON :ppm
添加 5 10 25 添加 0.5 1 2

Strip11 4.7 9.9 25.0 Strip11 0.62 1.2 1.9
Strip12 4.5 9.4 28.0 Strip12 0.66 1.2 2.2
Strip21 4.2 11.0 24.0 Strip21 0.61 1.2 2.1
Strip22 4.4 9.7 23.0 Strip22 0.63 1.2 2.1
平均 4.5 10.0 25.0 平均 0.63 1.2 2.08
STD 0.18 0.60 1.87 STD 0.02 0.00 0.11

RSD％ 4.1% 6.0% 7.5% RSD％ 3.0% 0.0% 5.3%

y = 1.0212x - 0.4654
R² = 0.9995

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

0 5 10 15 20 25 30

y = 0.9507x + 0.1925
R² = 0.9953

0

0.5

1

1.5

2

2.5

0 0.5 1 1.5 2 2.5
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Total Tox 品名 単
複

コード
テスト数

適用試料
感度 コーン試料
上：基本 下：拡張

その他備考

AFT
アフラトキシン

単
AQ-309BG

50本

コーン他9種
他に10種予定
min. 4分～

2.7–30 ppb
30-300 ppb

一斉抽出EB17バッファー
同梱
DB5 アッセイバッファー

同梱

FUM
フモニシン

単
AQ-411BG

50本

コーン他4種
他に3種予定
min. 4分～

0.1-10 ppm
2-100 ppm

一斉抽出EB17バッファー
－単独では別途要購入
DB5 アッセイバッファー

同梱

ZEA
ゼアラレノン

単
AQ-412BG

50本

コーン他1種
他に4種予定
min. 4分～

50-500 ppb
250-2000 ppb

一斉抽出EB17バッファー
－単独では別途要購入
DB5 アッセイバッファー

同梱

DON
デオキシニバレノル

単
AQ-304BG

50本

コーン他16種
他に2種予定
min. 2分～

0.3-8 ppm
2-30 ppm

無し（単独試験＝水抽出）
－
DB6 アッセイバッファー
同梱（＝水抽出用）

一斉試験用コーム

マルチADF
AFT/DON/FUM

複

3
AQ-440-ADF
24組/48組

コーン
他に3種予定
min. 4分～

各同上

一斉抽出EB17バッファー
同梱
DB5 アッセイバッファー

同梱

一斉試験用コーム

マルチADFZ
AFT/DON/FUM/ZEA

複

4
AQ-440-ADFZ

24組/48組

コーン
他に3種予定
min. 4分～

各同上

一斉抽出EB17バッファー
同梱
DB5 アッセイバッファー

同梱

QuickScan オクラトキシンA、QuickScan T-2/HT-2トキシンFLEX キットも近日アップデート予定

マルチ ADF ＆ ADFZ とシングル テスト



イムノクロマト定量の留意点

ストリップ 吸湿厳禁・・・冷蔵から急に開封しない

汚損厳禁・・・折り曲げ、汚れ、濡れ

試験環境 高温多湿⇒低め傾向 低温乾燥⇒高め傾向
チューブインキュベーター 利用

マトリックス 粘度・拡散・揮発・阻害物質により差異がある
適用外の試料は、原則不可
クリーンな標準液をそのまま試験しても不可

24

イムノクロマト定量



適用外マトリックスの可能性

適用試料をいかに広げるか・・・
⇒再現性・直線性は優れている

ヒントと留意点
抽出 → バッファーの利用、pHの調整

希釈 → 感度低下と阻害軽減効果の相殺を考慮

精製 → クリアすぎる溶液は展開が早く、値も異なる

時間 → 一定の濃度域において効果的に補正できる

補正 → 既知濃度試料との比較により補正値を算出

25

イムノクロマト定量
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アフラトキシンによる落花生中アフラトキシンの定量

落花生試料 各AFTs＝未確認 （千葉県産 市場品）

スパイク溶液＝AFTB1溶液 （TRILOGY社） 単位＝ppb

抽出液＝70%メタノール水 2011年8月

ID 添加 期待値 測定値 測定値 SD CV% 真度

6-1

6 6

5.7

5.9 0.35 5.9% 98.3%6-2 6.3

6-2 5.7

9-1

9 9

9.1

9.2 0.17 1.9% 102.2%9-2 9.1

9-3 9.4

12-1

12 12

12

12.3 0.58 4.7% 102.5%12-2 13

12-3 12

15-1

15 15

15

15.3 0.58 3.8% 102.0%15-2 15

15-3 16

y = 1.0478x - 0.31
R² = 0.9995
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8.0
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16.0

4.0 9.0 14.0

プラクティカル調べ

適用外試料への応用研究例（現在はFLEXキットにて適用内試料）
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によるピーナッツオイル中アフラトキシンの定量

プラクティカル調べ

アフラトキシンFREE
＝溶媒耐性を強化・反応バッファーの改良

溶媒ミックス（アセトニトリル60%等）による４倍量抽出
バッファーと抽出液の比＝３：１に変更
反応時間を５分⇒４分に短縮 etc.

y = 1.0029x + 0.0667
R² = 0.9928

0

10

20

30

40

50

60

70

0 10 20 30 40 50 60 70

添加 ppb
測定値(ppb) 

5分 4分
10 13 130.0% 10 100.0%
20 22 110.0% 19 95.0%
30 32 106.7% 30 100.0%
40 44 110.0% 42 105.0%
50 52 104.0% 52 104.0%
60 56 93.3% 58 96.7%

適用外試料への応用研究例
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によるペットフード中アフラトキシンの定量

プラクティカル調べ

ペットフード 反応時間 Strip 1 Strip 2 Strip 3 平均 期待値 回収率
10ppb添加 5分 7.4 7.3 7.2 7.3 10.0 73.0%

6分 8.0 8.1 7.6 7.9 10.0 79.0%
7分 9.1 9.3 9.1 9.2 10.0 91.7%

反応時間 Strip 1 Strip 2 平均 期待値 回収率
ペットフード 10ppb添加 9.2 9.6 9.4 10.0 94.0%

7分 20ppb添加 17.0 19.0 18.0 20.0 90.0%
参照 コーン 10ppb添加 9.9 9.6 9.8 10.0 97.5%

5分 20ppb添加 17.0 18.0 17.5 20.0 87.5%

y = -0.0234x2 + 1.0962x - 0.025
R² = 0.9999

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

7.0

12.0

17.0

22.0

7.0 12.0 17.0 22.0

ペットフード

参照コーン

通常のプロトコルでは回収率も低く、
高濃度になるほど逓減が強く見られた。
試料の展開も遅い。

↓
反応時間を延長

適用外試料への応用研究例
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オンサイト利用 マイコトキシン イムノクロマト 定量

キット 性能認証 感度 適用試料

Aflatoxin USDA/FGIS認証 2-300ppb Corn
DON USDA/FGIS認証 0-30ppm Corn, Wheat
Fumonisin 0-30ppm Corn
T-2/HT-2 50-500ppb Corn, Wheat
Zearalenone USDA/FGIS認証 25-1000ppb Corn, Wheat
Ochratoxin A USDA/FGIS認証 2-100ppb Wheat

別売：ハンドヘルド型リーダー

25本/セット
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Total Aflatoxin
Aflatoxin (B1, B2, G1, G2, M1, M2)

Aflatoxin
Aflatoxin (B1, B2, G1, G2)

Aflatoxin M1
Aflatoxin M1

Ochratoxin A
Ochratoxin A

Total DON
DON, 3-ADON, 15-ADON

Fumonisin
Fumonisin (FB1,FB2, FB3)

T-2/HT-2 Toxin
T-2, HT-2 Toxin

Zearalenone
Zearalenone

マイコトキシン
マイコトキシン分析用前処理精製イムノアフィニティカラム

多様な品揃えとマルチトキシン対応のComboタイプも登場

3mLカートリッジ 25本組（6-in-1のみ6mL 10本組）
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マイコトキシン
マイコトキシン分析用前処理精製イムノアフィニティカラム

6-in-1 Combo Total AFTs, ZEN, DON, OTA, FUM, T/HT-2
AFT(B1, B2, G1, G2, M1, M2), ZEN(ZEN, ZAN, α-ZOL, β-ZOL, α-ZAL, β-ZAL), DON, 3-ADON, 15-ADON, OTA, FUM (FB1, 
FB2, FB3), T-2/HT-2toxin

4-in-1 Combo AFB1, ZEN, DON, FUM
AFB1, ZEN, DON, 3-ADON, 15-ADON, FUM(FB1, FB2, FB3)

4-in-1 Combo AFB1, ZEN, DON, OTA
AFB1, ZEN, DON, , 3-ADON, 15-ADON, OTA

3-in-1 Combo AFTs, ZEN, DON
AFT(B1, B2, G1, G2), ZEN, DON, 3-ADON, 15-ADON

2 -in-1 Combo AFTs, OTA
AFT(B1, B2, G1, G2), OTA

多様な品揃えとマルチトキシン対応のComboタイプも登場

3mLカートリッジ 25本組（6-in-1のみ6mL 10本組）
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HORIBA Smart Columnシリーズ
マイコトキシン分析用前処理精製イムノアフィニティカラム

試料マトリックス
穀類・種実類・香辛料類・各種食品/飼料・飲料・酒類

各アフラトキシンの回収率
B1, B2, G1, G2 :80%以上（各5ng含有 18%CH3CN 10mL）

M1 : 80%以上（各5ng含有 18%CH3CN 10mL）

高濃度有機溶媒耐性
アセトニトリル Max.20%（B1のみ: 40%） メタノール
Max.40%

試料マトリックス
穀類・種実類・香辛料類・各種食品/飼料・飲料・酒類

各オクラトキシンの回収率
A, B :80%以上（各5ng含有 50%CH3OH 10mL）

高濃度有機溶媒耐性
アセトニトリル Max.20%（OTA 40%） メタノール
Max.60% （OTA 70%）

AFLAKING アフラキング OCHRAKING オクラキング

AFLAKING アフラキングは、M1にも対応しています
STC（ｽﾃﾘｸﾞﾏﾄｼｽﾁﾝ）用もあります
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分子認識ポリマー アフィニティカラム
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AFFINIMIP 固相カートリッジの操作フロー

MIP=Molecular Imprinted Polymer （分子鋳型ポリマー）は対象分子の立体構造や機能を、高い選択
性で認識するよう合成されたポリマー。
強い親和性と優れた選択性、幅広い適用条件（pH、温度）により、複雑なマトリックス中でも対象物
質を迅速かつ容易に、精製・濃縮できます。

妨害成分を削減し、イオン化抑制を減少するなど、分析の検出限界と精度の向上を図ることが可能
といわれています。

マイコトキシン分析用 前処理精製

AFFINIMIP
マルチ マイコトキシン LC-MS/MS
Aflatoxins, Fumonisins, OTA, DON, Zearalenone, HT-2&T2 toxins

フモニシン/ゼアラレノン
DON、ゼアラレノン
オクラトキシンＡ、パツリン



TRILOGY 標準溶液 ＆ 標準試料

アフラトキシンＢ1、Ｂ２、Ｇ１、Ｇ２各種・トータル アフラトキシン Ｍ１ オクラトキシンＡ

トリコテセン タイプＡ混合、タイプＢ混合、タイプＡ&Ｂ混合 T-2, HT-2トキシン

ＤＯＮ 3-A-DON、15-A-DON、NIV、DON/NIV混合 フモニシンＢ１/Ｂ２/Ｂ３

ゼアラレノン フザレノン ネオソラニノール シトリニン パツリン ステリグマトシスチン 他
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◆ ドライアップ タイプ
◆ 濃度・容量 カスタマイズ 可能
◆ 調製済み、溶媒ドライアップで安定的、易溶
◆ 有効期限 製造後1年、再溶解後６か月

◆ 自然汚染試料などを原料に調製した均質化試料
◆ 精度管理、妥当性検証試験に
◆ 濃度は基準値近くや、低濃度・高濃度さまざま
◆ マルチトキシン の陽性・陰性試料も

アフラトキシン： コーン、玄米、グルテンミール
オクラトキシン： 小麦、コーン
DON： コーン、小麦、大麦、オーツ麦、グルテンミール
フモニシン： コーン
ゼアラレノン： コーン、小麦、マイロ、グルテンミール
T-2/HT-2： コーン

マルチトキシン： コーン
AFTs, DON, FUM, ZEA, T-2, HT-2, OTA マルチポジ/ネガ
AFTs, DON, FUM マルチポジ AFT,FUM,ZEAマルチネガ
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